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編

今回は,例年より早い時期の募集ではありましたが,13編 の応募がありましたが,そ の

中で11編 の掲載となりました。今回の編集委員会では,事前審査の時期を2ヶ 月以上かけ,

複数の審査委員の方々に丁寧な審査をいただき,その意見をもとに年末の2日 間をかけ,

審査基準,審査方法などを含め慎重審議おこない,最終的に編集委員全員一致で審査を終

了することができました。積極的に投稿いただいた会員の皆様や審査にご協力いただいた

先生方にこの場をかりてお礼を述べさせていただきます。

なお,応募された内容については,一部編集委員の意見をお願いするなど部分もありま

したが,今後のビジネス実務研究の発展のためとご理解いただければ幸いです。

特に,今年度は,学会活性化策の 1つ として,投稿の推進をおこなう事を目的に研究ノ

ー トを中心になるべ く研究成果が反映させることといたしました。また「教育開発研究」

の分野の論集についても昨年より多い4編の掲載をおこなうことができました。本学会の

特色として今後もより推進を行なっていきたいと考えています。

さて,次回の全国大会は大阪で開催される予定です。テーマは「キャリア・デザインと

ビジネス実務教育」となっておりますので,ふるって発表をお願いすると共に是非論集に

も投稿をお願い申し上げます。

本論集も日本ビジネス学会に改称 して, 9回 目になりますが,掲載された内容はいずれ

もビジネス実務研究をおこなう上で重要なものと考えています。公務多忙の折とは思いま

すが,次回もたくさんの論文のご応募をお待ちしています。

(佃 昌道 記 )
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